
評価の概要 第3者評価の概要

1 1 中項目
理念・目的・育成人材像（教育理念（建学の精神）・目的・目標、育成人材像等が明文化されているか。
職業教育機関として専修学校教育に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか）

1 1 1 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか）

1 1 2 学生・保護者に対して教育理念等を明文化し、 周知しているか

1 1 4 学外の方に対して教育理念等を明文化し、公表しているか

1 2 中項目 教育の特色（社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか） 

1 2 1
各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか（コー
ス修了後に、学習者がそのコンピテンスのレベルを必要とする目的や状況が明確にされているか）

1 2 2
社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか（学校の将来構想を描くために、業界の動
向やニーズを調査しているか）

1 2 3 学校における職業教育の特色は明確になって いるか

① 課題 

② 今後の改善方策

 ③ 特記事項

評価の概要 第3者評価の概要

2 1 中項目 運営方針（運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか）

2 1 1 教育方針や教育目的等に沿った運営方針が 策定されているか

2 1 2 運営方針を教職員に周知しているか、また必要に応じてその浸透度を確認しているか

2 2 中項目 事業計画（事業計画を作成し、執行しているか）

2 2 1 運営方針に沿った事業計画を策定し共有して いるか

2 2 2 学校の年間スケジュールはあるか

2 3 中項目 運営組織（運営組織や意思決定機関は効率的なものになっているか）

2 3 1
寄附行為、理事会会議規則等（法人）、学校の 運営規程等が整備され、それらに従って理事 会・評議員会
（法人）、学校の運営会議等が開 催されているか

2 3 2
運営組織や意思決定機能は、規則等において
明確化されているか、有効に機能しているか

2 3 3 組織機能図があるか 

2 3 21 出退勤管理簿があるか 

2 3 22 教職員の健康診断がされているか 

2 3 41 施設設備の保守・管理が定期的に行われているか

2 4 中項目 教職員の評価・育成（教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた取組みを行っているか） 

2 4 1 資格・要件を備えた教員を確保しているか

2 4 2
現に教員数が充足していない場合、採用活動を行っているか、 または、教員資格等取得に向けた教育・指
導を行っているか

2 4 3 授業評価の実施・評価体制はあるか 

2 4 4 教員の組織体制を整備しているか 

2 4 21 職員の能力開発のための研修等が行われているか

2 4 22
関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成等資質向上のための
取組みが行われているか（研修等の効果を評価し、文書により記録しているか）

2 5 中項目 人事・給与制度（人事・給与に関する制度を確立しているか）

2 5 1 人事に関する制度を整備しているか 

2 5 2 給与に関する制度を整備しているか 

2 6 中項目 情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られているか） 

2 6 1
情報システム化等による業務の効率化が図られているか（情報システム化に取組み、業務の効率化を図っ
ているか）

① 課題 

② 今後の改善方策

 ③ 特記事項

評価の概要 第3者評価の概要

3 1 中項目 目標の設定（教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程を編成・実施しているか）

3 1 1
教育目的および育成人材像に基づき教育課程の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）を明示し、また学校
構成員（教職員および学生等）に周知し、社に公表されているか。また定期的に検証を行っているか

3 1 2
教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に対応した教育到達レベルや
学習時間の確保は明確にされているか

3 2 中項目
教育方法・評価等（各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的なカリキュラム作成などの取組がなさ
れているか）

3 2 1 教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか

3 2 2 講義および実習に関するシラバスは作成されているか

3 2 3 各科目の一コマの授業について、その授業シラバスが作成されているか

3 2 4
シラバスあるいは講義要項（作成されていればコマシラバス）などが事前に学生に示され（あるいはホーム
ページなどで公開されて）、授業で有効活用されているか

3 2 5
授業はシラバスに基づいて授業が展開されているか。また学校構成員（すべての教員、職員、学生）に周知
を図っているか

3 2 6 教育課程（カリキュラム）は、事前に学生に開示されているか

3 2 21
 キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されて
いるか

3 2 23
学生によるアンケート等で、適切に授業評価を実施しているか（学習の目的満たしているか、満足度を含め
て定期的に確認しているか）

教育理念
人間尊重を基盤にして、科学的根拠に基づく看護を実践し、地域の保健・医療・福祉の発展に貢献できる看護師を育成する。その過程において、様々な人と協同し、論理的思考力や主体的に学ぶ態度、さらに多様性を理解できる豊かな感性を培うことで、地域に寄与する専門職業人とし
ての素養を養う

教育目的
看護に必要な基本的知識と技術を教授し、地域の保健・医療・福祉の向上に寄与する人間性豊かな専門職業人を育成することを目的とする。

教育目標
１． 豊かな感性を培い、多様性を理解し、相手の立場に立って行動できる
２． 知識・技術を修得し、科学的根拠に基づいた看護が実践できる
３． あらゆる健康状態に応じた暮らしを支援できる
４． 地域包括ケアシステムの一員として協同し、地域の発展に貢献できる
５． 専門職業人として追究し学び続けることができる

卒業生の特性
１． 豊かな感性を培い、多様性を理解し、相手の立場に立って行動する
２． 知識・技術を修得し、科学的根拠に基づいた看護を実践する
３． あらゆる健康状態に応じた暮らしを支援する
４． 地域包括ケアシステムの一員として協同し、地域の発展に貢献する
５． 専門職業人として追究し、学び続ける

3.23

3.04

3.17

教育理念や教育目標は見直しがされ、明確になっ
たことで学生、保護者、学外の誰もが閲覧できたこ
とは評価できる。卒業生の特性に向かっていくた
めにも理念や目標は周知すると良いと思われる。
カリキュラム作成時の職員が退職とあるが、教員
はカリキュラムを熟知し教育活動をしなければなら
ないと考える。

東毛地域の特性を踏まえたカリキュラムとなってお
り、社会のニーズを捉えるためにも外国語を取り入
れることは評価できる。卒業生の特性１や４にある
ように、さまざまな国籍を持った地域住民の交流の
場に活かせるとよいと考える。

運営方針については理事会や運営会議等で現在の状況を報告し
ているが、教職員に対しては、会議等において報告がなされてい
ない。そのため浸透はされていない。また、新入職員も多いことか
ら周知できていない。

年度初めに年間スケジュールは提示している。しかし、年間行事
等のスケジュールであり、授業進度に対しては全て出ているわけ
ではないため、今後は年間の授業スケジュールも出せるようにし
ていきたい。

3－1、21，22，41については行われているが、運営が有効に機能
されているかという点では有効的ではない部分もある。特に新入
職員に対しての説明不足も生じていることから、今後は入職時に
きちんと説明していく必要がある。

職員研修については、出来る限り本人の意向を踏まえて、研修を
受けられるよう体制は整えている。しかし、令和5年度以降退職す
る教員が多くみられ、教員確保について難しい状況もある。教員
養成課程を終了していない教員もいることから、出来る限り毎年、
1名ずつ教員養成課程の受講ができるようにしていきたいと考えて
いる。

人事・給与に関しては、例規集にて明確にしている。例規集につい
ては、共有フォルダに入れてあるため、すべての教職員がいつで
も、それぞれのパソコン内で確認できるようになっている。3

2.3

2.9

2.86

令和4年のカリキュラム改正にあたり、教育理念、教育目標、卒業
生の特性を見直した。教育理念等はホームページ上に掲載し学外
の人でも閲覧できるようになっている。また、学生や保護者に対し
ては、入学前オリエンテーションにて伝えるとともに,学生に対して
は学生便覧を用いて入学時再度説明をしているが、周知には至っ
ていない。また、カリキュラム作成時に参加していた教員の半数が
退職しており、作成時にいなかった教員が半数である。学校の共
有フォルダ―内に入れ,いつでも閲覧できるようになっているが、入
職時の説明が不十分であったそのため、今後は新入職員に対し
ても周知できるようにしていきたい。

カリキュラムを考えるうえで、地域の特性を捉える必要があると考
え、東毛地域の特徴が捉えられる内容を多く含んだカリキュラムと
した。また、大泉町と隣接していることから、関連している病院に、
多国籍の患者が入院することも多いため、外国語として、ポルトガ
ル語や中国語を取り入れたカリキュラムとした。

適切･･４、ほぼ適切･･３、
やや不適切･２．不適切･１

少子化により学生数は減っている。また、3年課程の看護専門学校は全国的にも定員に満たない状況である。当校においても、令和5年度の入学生から定員を切っている状況である。令和8年も定員数は変わらず募集している。今後は
定員数の検討もしていく必要がある。

看護師養成と言う職業教育の特色は明確化されているが、少子化に伴い受験希望者が減少している。そのことをふまえて募集人数の再検討をしたうえで、学生教育をしていく。

２ 学校運営 

実際に、業務を取り行っている教職員とは、運営
方針を共有した方が、効率的である。PCの共有
フォルダを使用しての情報共有は、いつでも確認
できるので、有効である。

運営方針に基づき、年間予定は計画され提示され
ている。授業予定は外部講師の都合により、出せ
ない部分もある。学生や教員の不利益にならない
ように配慮されていれば、やむを得ない部分もある
と思う。
４月ではなく中途の時期での新入職者に対するオ
リエンテーションは、その時間が取れるかどうかが
大きな問題となる。学校側は切迫していることもあ
り、新入職者にすぐに実習を担当してもらったり、
役割をもって動いてもらったりすることもある。系統
だったオリエンテーションの時間が取れないと、ひ
とまず動いてもらわなければならなくなる。入職時
の説明は、その職員の満足感にも影響するため、
時間を捻出する努力は必要と思われる。

毎年１名ずつの教員養成課程の受講は、誰にもわ
かりやすく順番を待つ未受講の職員のモチベー
ションにもなると考える。
職員の研修は、教員一人一人の自己研鑽に関わ
るため、学校全体として受講するものと、それぞれ
の教員のキャリアや目標に合ったものを受講でき
るとよいと考える。

制度はきちんと整備され、すべての職員が確認で
きるようになっている。

電子媒体が活用できている。学生からの意見を聞
けるようにし、双方向性を持たせ、さらに活用の幅
が広がることが期待される。

教育理念・教育目的および育成人材像に基づき、
全教員で新カリキュラムを検討し、カリキュラムポ
リシーに則った教育課程が編成されている点は評
価できる。理念と教育内容の整合性は確保されて
おり、組織的に目標設定が行われている。一方
で、カリキュラム策定時に在籍していなかった教員
への周知が十分とはいえず、教員間での理解に差
が生じていることから、継続的な共有と定期的な検
証体制の強化が求められる。

教育理念および到達目標に基づいた体系的なカリ
キュラム編成がなされており、各授業のシラバスは
整備され、データとして共有されているため、教員・
学生ともに随時確認できる環境が整っている。さら
に、各領域の手引きについても電子化され、学生が
タブレットで閲覧できる体制が整備されており、学習
環境の充実が図られている点は評価できる。また、
実習や授業単元ごとに授業評価を実施し、教員へ
フィードバックすることで授業改善につなげている。
加えて、必要に応じて教員や実習指導者に対して個
別に面接を行い、学生の状況や課題について共有・
検討している点は、きめ細やかな教育改善の取り組
みとして評価できる。一方で、外部講師による授業
評価が実施されていないことから、教育の質保証と
いう観点では十分とはいえず、全科目における統一
的な評価体制の整備が課題である。

　１ 教育理念・教育目標
適切･･４、ほぼ適切･･３、
やや不適切･２．不適切･１

学生への連絡や健康チェック等さくら連絡もを活用して行ってい
る。また、実習手引き等についても紙ではなく、電子媒体を使用し
学生は管理している。しかし、学生からの意見等が吸い上げられ
ないため、今後はシステムの変更をしていく予定である。

新カリキュラム作成時全教員で検討し、カリキュラムポリシーに
則った目標設定とした。しかし、カリキュラム作成時にいなかった
教員が増えていることから、周知が出来ていない。

教育理念や到達目標に沿ったカリキュラムを体系的に編成してい
る。また、シラバスについては各授業ごとに作成し、共有ホルダー
に入れているため、各担当教員がその都度見直し修正し学生に
提示している。また、各授業終了後は授業評価を行い、次年度に
向け評価をもとに授業の見直しを実施している。

規定数の教員は確保できているが、実習施設が複数あり、実習と授業を効果的に展開するうえでは教員の不足が生じている。また、情報システムを導入しているが、現時点では業務の効率化まで至っていないため、今後検討が必要で
ある。

ハローワークなどを通し教員の確保に努める。

3 教育活動 
適切･･４、ほぼ適切･･３、
やや不適切･２．不適切･１

2.34

2.57

2.86



3 3 中項目 成績評価・単位認定等（成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか）

3 3 1 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか

3 4 中項目 資格・免許取得の指導体制（資格・免許取得のための指導体制があるか）

3 4 1
資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか（発行する修了証明書の
種類及び内容）

3 4 2 資格・免許取得のための指導体制はあるか 

3 4 3 カリキュラムや授業計画（シラバス）は文書化またはデータ化し、学生に配付しているか

3 5 中項目
キャリア教育等（基礎的・汎用的能力（ ① 人間関係形成・社会形成能力、② 自己理解・自己管理能力、
③ 課題対応能力、④ キャリアプランニング能力）を身につけるための取組が実施されているか）

3 5 21 高校･高等専修学校等との連携によるキャリア教育･職業教育の取組が行われているか。

①課題

②今後の改善方策

③特記事項

評価の概要 第3者評価の概要

4 1 中項目 学修成果（各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り組みと評価がされているか）

4 1 2
学生の学修成果の評価に際して、育成する人材像に沿った評価項目を定め、明確な基準で実施されている
か（測定する知識、スキル及び能力、測定の基準、アセスメントの方法は明確か）

4 2 中項目 就職率（就職率の向上が図られているか）

4 2 1 就職率の向上が図られているか（結果を分析し、就職指導・支援の改善を図っているか）

4 2 2 学生の就職に関する目標に対して教職員に共有されているか

4 3 中項目 資格・免許の取得率（資格・免許取得率の向上が図られているか）

4 3 1 資格取得率の向上が図られているか （目標とする資格試験等への合格率は全国平均と比較してどうか）

4 3 2 資格・検定・コンペに関する目標を設定したか

4 4 中項目 社会的評価（卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか）

4 4 1
卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか（卒業生の就職後の動向を出来るだけ把握し、
卒業後にも就職その他の支援を行っているか）

①課題

②今後の改善方策

③特記事項

評価の概要 第3者評価の概要

5 1 中項目
修学支援（学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した学生生
活を送ることができるように図っているか）

入学時に学習習慣や姿勢の備わっていない

5 1 1 学生への修学支援を適切に行っているか 学生に対して、学校長、教務主任、副教務

5 2 中項目 就職等進路（就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機能しているか） 主任が担任の枠をはずして学習支援を

5 2 1 進路・就職に関する支援体制は整備されているか（またそれはきちんと学生や保護者に周知されているか） 強化しているため適切であると考える。

5 3 中項目 学生相談（学生相談に関する体制は整備されているか） スクールカウンセラーの配置を中止した

5 3 1 学生相談に関する体制は整備されているか （相談窓口が設置されているか） とのことだが、担任のみならず学校長や

5 3 2 学生の面談・相談記録があるか 他の教職員も介入し個別的に丁寧に

5 3 3 入学時または定期的に、担任等が学生に対し個別面談・ヒアリングを行っているか 関われていると思われる。

5 4 中項目
学生生活（学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生の健康を担う組織体制はあるか。生
活環境支援体制を整備しているか）

経済的に困窮している学生に対しては

5 4 1 奨学金制度など、学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 支援制度について説明・情報提供があり

5 4 2 公的支援制度の利用について、学生・保護者に案内、情報提供しているか 学校生活をサポートしている。

5 4 3 学費の減免、特待生制度、学校独自の奨学金制度はあるか 学生の健康管理については、健康診断を

5 4 21
学生の健康管理を担う組織体制はあるか（学生の健康診断を実施しているか、また健康相談窓口は整備さ
れているか）

実施し整備されていると考える。

5 5 中項目 中途退学への対応（退学率の低減が図られているか） 上記入学時からの学習支援により

5 5 1 退学率の低減が図られているか（受講登録、出欠状況及び学習者の減少に関する分析が行われているか） 中途退学の低減および防止するための

5 5 5 中途退学者数、中途退学の原因・傾向等を把握しているか 支援がなされていると考える。

5 6 中項目 保護者との連携（保護者・保証人との連携体制を構築しているか） 保護者との連携は、インターネットの

5 6 1 保護者と適切に連携しているか（保護者のニーズを把握しているか） システムを活用し情報共有をしていく方針

5 6 3 緊急時の保護者等との連絡体制を確保しているか でコミュニケーションは良好である。

5 6 4 成績・素行不良の場合には、保護者等に連絡を取り、おるいは面談しているか また成績不良時など保護者を同伴しての

5 6 5 保護者会の開催等、保護者等とのコミュニケーションを図るとともに、学校教育活動情報を伝えているか 面接で家庭と学校の共有がなされている。

終講テスト不合格者は課題をしてから再試

受験は合格率をあげる効果的な方法である

5 7 中項目
卒業生・社会人支援（卒業生の動向を把握しているか。社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備している
か）

卒業生等の相談にのり助言していること

5 7 1 卒業生への支援体制を整備しているか（再就職、キャリアアップ等について、相談に乗っているか） 教育訓練給付金の活用も事務からガイダンス

5 7 3 学校は同窓会との連携を図っているか し学生をサポートできていることから

5 7 42
大学等卒業者の入学に際し、入学前の履修に関しての取り扱いを学則・細則に規定し、適切に認定している
か

卒業生・社会人支援は良好にできている

5 7 43 教育訓練給付金対象の講座指定を受け、社会人入学生の学費軽減に努めているか と思われる。

①課題

学校としての評価を明確にすることにより
学習成果がより効果的に見直されると思われる

奨学金制度を利用している学生だけでなく、利用し
ていない学生の支援ができているのがいいと思
う。就職活動が前倒しになっているため、今後も支
援の強化が必要と思われる。

3.04

成績不良者や健康問題を抱えている学生については、その都度
保護者へ連絡を入れ必要に応じて面接を行っている。健康問題の
ある学生については直ぐに保護者が対応できるような体制をとっ
ている。

中途退学者は減少している。退学者の傾向として、入学時と2年次
後期（領域実習開始時）が挙げられるため、気になる学生のスク
リーニングを行い、メンタルサポートを強化していく必要がある

2.95

卒業生への支援については本人が希望す学校に来た場合は相談
に乗って言える。大学卒業後の入学生については履修単位を確
認し、当校のカリキュラムに相当するものについては履修を認め
ている。履修についての取り扱いについては学則に規定してい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育訓練給付金につ
いては事務サイドでの説明を行っている。

国家試験対策に学校長や教務主任が積極的
に関わっていることも合格率を高めている
と思われる。ディスカッションで低学力者に対
する支援が工夫されていることがわかり、大変
参考になった。

卒業後の進路相談や再就職支援が行われている
点は評価できる。一方で、卒業生の動向把握が
十分とは言えず、継続的な追跡と情報収集の仕
組みづくりが課題である。

就職先の病院からの奨学金の貸与は充実している。また、必要時
学生支援機構等の情報を提供している。成績優秀者には特待制
度がある。

2.83

　５  学生支援

成績不振学生への個別面談や、実習に関しては担当教員による
補習実習や再指導が行われている

3.71

2.84

殆どの学生が病院の奨学生であるため、保護者同意のもと、契約
されている。就職活動が必要な学生には、インターンシップ等の情
報を提供している

2.91

学年担当窓口を設置し、入学時と必要時に学習、生活、メンタル
面の相談を受ける体制がある。健康診断は年1回実施されてお
り、感染対策も入学時にオリエンテーションされている

2.53

3.25

2.33

3.07

令和4年度より新カリキュラムとなり、令和6年度より3学年全ての学生が新カリキュラムでの授業展開となった。しかし、実際に授業を展開するうえでの問題が生じており、令和5年度に修正をかけて実施している。また、授業評価も専任
教員は摂っているが、外部の教員についてはとっていないため、今後全ての教科で授業評価をしていく必要がある。また、成績評価についても再検討が必要。

全ての教員に授業評価をしてもらい、その評価を基に次年度の授業を展開していく。 再試験についての判定基準を明確化していく

　４ 学修成果・教育成果 
適切･･４、ほぼ適切･･３、
やや不適切･２．不適切･１

学習成果の評価がやや不明瞭である。

卒業生の再就職に対する相談は受けているが、就職後の動向については把握できていない。

適切･･４、ほぼ適切･･３、
やや不適切･２．不適切･１

2.64

2.61

2.15

奨学施設より奨学金を受けている学生が殆どであり、奨学施設へ
の就職が殆どである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奨学
施設以外の就職者に対しても面接等で把握し必要に応じて面接
指導を行っている。

低学年より国家試験に向けた取り組みを実施していることから、6
年前ぐらいより合格率は上がり、全国平均並みとなっている。しか
し、一部の学生は学習への取り組みが遅くなり、合格に繋がらな
い。今後は低学力者に対する支援方法を考えていく必要がある。

卒業後の再就職等に関しては卒業生からの相談があれば相談に
乗り病院等の紹介をしている。卒業後進学希望のある学生に対し
ても相談に乗っている。しかし、卒業後の動向については把握でき
ていない。

3.07

学習成果の評価については明確化されているが、理事の意向も
あり、一部不明瞭なところもある。今後は学校として評価を明確化
していく必要がある。

入学時より、看護師国家試験の合格に向けたオリエンテーション
を行っている。また、国家試験に向けたゼミナール等も行い、低学
年から国家試験を意識できるような取り組みを行っている。カリ
キュラムや授業計画についてもデータ化して学生がいつでも確認
できるようになっている。

指定校などを回り看護教育に対する説明を行い看護師養成を行
えるよう取り組んでいる。また、卒業後助産師を志望する学生につ
いては学校紹介等も行っている。

成績評価、単位認定、進級・卒業基準は明確となっているが、理
事の意向もあり、成績不良者に対して、基準外での対応をしてい
る場合もある。

成績評価、単位認定、進級・卒業判定の基準は明
文化されており、教育課程に基づいた評価の枠組
みは整備されている点は評価できる。しかしなが
ら、一部において基準外の対応が見られることか
ら、評価の公平性および一貫性の確保に課題があ
る。今後は、再試験や成績不良者への対応を含め
た運用基準の明確化と統一が求められる。

入学時から国家試験を意識したオリエンテーション
やゼミナールを実施し、低学年から段階的に学習
意識を高める取り組みがなされている。また、外部
業者や保護者と連携した学習支援体制が構築さ
れており、学習機会の確保と理解の促進が図られ
ている。さらに、カリキュラムや授業計画がデータ
化され、学生が随時確認できる環境にある点も評
価できる。一方で、これらの支援の効果検証や個
別支援の体系化については、さらなる整理と可視
化が求められる。

高校との連携に向けて、事務部門が指定校を訪問
し、看護教育に関する説明を行うなど、組織的な取
り組みが実施されている。また、大学編入や助産
師進学に向けた個別支援に加え、多くの学生が奨
学生であることを踏まえ、就職も見据えた進路相
談が行われている点は評価できる。さらに、必要に
応じて教員や関係者が学生と面接を行い、個別の
状況に応じた支援を実施していることから、学生の
将来を見据えた実践的なキャリア支援が行われて
いるといえる。一方で、対人関係能力や自己管理
能力、課題対応能力などの基礎的・汎用的能力の
育成については、教育内容としての体系化や到達
目標の明確化が十分とはいえず、今後の課題であ
る。

学習成果に対する明確な基準を定め評価を実施していく



②今後の改善方策

③特記事項

評価の概要 第3者評価の概要

6 1 中項目 施設・設備等（施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか） 図書の司書が配置されているため図書室の

6 1 1
施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか（講義室は学生数、時間割にあわ
せ、無理なく配備されているか）

管理はできている。学生から図書の希望・

6 1 2 学生が利用できる参考図書・関連図書は備えられているか 注文も司書が行い、学習環境は良好である。

6 1 3 教育上の必要性に対応した機材・備品を整備しているか

6 1 4 図書室・図書コーナーがあり、図書館サービスは十分機能しているか

6 1 41 施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にまたは適宜行っているか

6 2 中項目
学外実習、インターンシップ等（校外の実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体制を整
備していますか）

校外学習において、BLSは授業の一貫として

6 2 1  学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 消防署で行っている。終了後認定書を受け取

6 2 2 実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取り扱いに関する規程・マニュアルや規則が整備されているか れる。実習やBLS等が教育課程に組み込まれ

6 2 4 校外実習等は、教育課程の中に組み込まれているか 事前に職業倫理や情報管理に関する指導が

6 2 5 校外実習等に関する実施要領・マニュアル等を作成し、学生・保護者等に周知しているか 行われている点は評価できる

6 3 中項目 防災・安全管理（防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防災訓練等を実施しているか） 防災訓練は年1回行っていて、防災に対して

6 3 1 防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか 管理できていると考える。

6 3 2 防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システム等）が整備・点検されているか

6 3 21 定期的に防災訓練を実施しているか

①課題

②今後の改善方策

③特記事項

評価の概要 第3者評価の概要

7 1 中項目
学生募集活動（学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っている
か。社会人入学生、留学生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にしているか）

7 1 1 学生募集活動は､適正に行われているか

7 1 2
入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を策定し、学校構成員（教職員および学生等）に周知し、社会
に公表しているか

7 1 3 学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資格・免許等をわかりやすく紹介しているか

7 1 4 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集を行っているか

7 1 5 高等学校等直結する教育機関に対し、教育活動等の情報提供を行っているか

7 1 21 入学に関する問い合わせ等に適切に対応できる体制ができているか

7 1 22
学校説明会等による情報提供（育成人材像、評価手段及びその基準、目指す資格・検定・コンペ、学費・教材
費等の情報）を行っているか

7 1 23 入学予定者に対し学習指導・支援等は行われているか

7 1 24 体験入学・オープンキャンパス等を実施し、多くの人に教育内容・施設設備等の紹介をしているか

7 2 中項目 入学選考（入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか）

7 2 1
学校案内等には選抜方法が明示されているか（入学に必要な学力、スキル、資格、職業経験などの、前提と
なる要件が明示されているか）

7 2 2 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に入学者選抜を行っているか

7 2 4 社会人の「学び直し」に対応し、社会人を積極的に受け入れているか

7 3 中項目 学納金（学納金は妥当なものとなっているか）

7 3 1 学納金は妥当なものとなっているか

7 3 2 学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購入費等が明示されているか

7 3 5 教育訓練給付制度（一般教育訓練給付・専門実践教育訓練給付）を利用できるようとりくんでいるか

①課題

②今後の改善方策

③特記事項

評価の概要 第3者評価の概要

8 1 中項目 関係法令、設置基準等の遵守（法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行なっているか） 関係法令に基づき、設置基準が順守されてい

8 1 1 法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか る。9割の学生が地域の病院に就職されてお

8 1 2 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか り、地域貢献の一端を担っている。

8 2 中項目 個人情報保護（個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っているか） 個人情報保護方針が、学校ホームページに

8 2 1 学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施しているか 明記され、公開されていることにより、

8 2 2 個人情報保護規程が文書化されているか 関係者の行動指針とすることができる。

8 3 中項目 学校評価（自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備しているか） 自己点検に職員全員で取組もうとしている。

8 3 1  学校教育、学校運営について、自己点検・評価を実施し、さらに課題解決に取り組んでいるか 職員間の情報の共有に不足が見られているた

8 3 2 自己点検・評価報告書にまとめているか （自己点検・評価報告書があるか） め、評価は2点台だが、周知徹底が図られ

8 4 中項目
改革・改善（各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・評価活動の実施体制を確立して改革・改善
のためのシステムが構築されているか）

れば一丸となって、課題解決に向かうと期待

8 4 1 自己点検・評価の必要性を全教職員に伝える機会を設けたか できる。

8 5 中項目 教育情報の公開（教育活動に関する情報公開を積極的に行っているか） 教育活動の情報は適宜公開されており、

8 5 1 教育活動に関する情報公開が適切になされているか 関係者及び学生・保護者・受験を考えている

8 5 2 学校概要、教育内容、教職員の情報を積極的に公開しているか 人々の情報ソースとなっている。

①課題

②今後の改善方策

③特記事項

評価の概要 第3者評価の概要

9 1 中項目 財務基盤（学校の中長期的な財務基盤は安定しているといえるか）

9 1 1 教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財政的基盤を確立しているか

9 1 2 年度予算・中間計画が策定されているか

9 2 中項目
予算・収支計画（予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支計画に基づき、適正に執行管理を
行っているか）

9 2 1 予算･収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

9 2 2 予算及び計画に基づき適正に執行管理を行っているか

9 2 3 出願者数、入学者数及び定員充足率の推移を把握しているか

9 2 4 収入と支出のバランスが取れているか

9 2 5 設備投資が過大になっていたり、負債が返還可能な範囲を超えていたりしていないか

9 3 中項目 監査（財務について会計監査が適正におこなわれているか）

9 3 1 私立学校法及び寄付行為に基づき適切に監査を実施し、理事会、評議員会に報告しているか

9 3 2  会計監査（内部・外部）体制のルールが明確化されているか

9 3 3 会計監査（月次決算書等）の結果報告が文書等にて明確化されているか

9 4 中項目 財務情報の公開（私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか）

学生募集についてホームページにも掲載されてお
り、学校案内、アドミッションポリシーも明記されて
いる。オープンキャンパスを年4回実施し、学生募
集について説明し、高校へガイダンスに行っている
ため適切に行われている

入学選考については病院推薦や指定校推薦など
ホームページに明記されているため出来ていると
思われる。

学納金、奨学金制度についてホームページ学校案
内にも明記されているため出来ていると思われ
る。

学費、受験料、学習教材については明示されている。奨学施設よ
り奨学金を受けている学生が殆どである。また教育訓練給付金制
度の取り組みも行っており、経済面に関しては。学生にとっては入
学しやすい環境となっている。しかし、授業料の未納者もいる状況
である。今後未納者に対する対応を検討していく必要がある。

適切･･４、ほぼ適切･･３、
やや不適切･２．不適切･１

2.29

財務基盤については事務で行い、理事会や評議委員会で年間計
画を出している。年度予算・中間計画について教職員への周知が
されていない。

2.32

学生の定員充足が不安定になってきており経費の負担が上回っ
てきている。今後学生の定員数を検討するとともに人件費につい
ても検討が必要。

2.26

寄付行為に基づき理事会・評議員会に報告をしている。しかし、報
告内容について教職員への伝達がされていない。

財務情報についてホームページにて公開しているが2022年以降
更新されていない。

2.92

3.26

2.61

個人情報の保護については徹底して行っている。個人情報保護規
定についてもホームページにて文書化し提示している。

適切･･４、ほぼ適切･･３、
やや不適切･２．不適切･１

授業料未納者に対する対応

学生募集に関しては、適切に行えている。しかし、少子化に伴い志望学生の減少があるため今後は定員数などの検討が必要である。

8教育の内部質保証システム
適切･･４、ほぼ適切･･３、
やや不適切･２．不適切･１

 

6教育環境
適切･･４、ほぼ適切･･３、
やや不適切･２．不適切･１

3.24

教材等の整備は行えている。図書室では司書を置いているため
必要に応じて学生の支援も実施できている。施設・設備の点検は
定期的に行っている。しかし、水回りの修繕が遅れている状態で
ある。計画的に学内の補修・修繕を行っていく必要がある。

3.24

校外学習（実習、BLSの研修等）は教育課程に組み込み実施して
いる。実習前には職業倫理や情報の取り扱いについて説明すると
ともに、手引き等に可視化されたものを提示している。

実習評価や授業評価を用いて自己点検・自己評価を実施している
が、全教職員への周知という点では不十分である。今後は全教職

員への周知をしていきたい。

2.46

教育活動についてはホームページ等で公開している。教職員の情
報については積極的には公開していない。

専修学校設備基準については遵守されている。
地域で活躍できる看護師を育てることを目的として学校であり、9
割の学生が地域の病院に勤務していることから地域への貢献に
繋がっている。

3

年々学生数が減少していることから、低学力者も入学してきている
状況である。社会人についても社会人入試を取り入れ積極的に受
け入れをしている。

3.35

学校評価については、学校間での評価を実施している。しかし、学
校評価委員が決まっているが、現在機能していない。今後は学校
教育法に則り、他者評価も実施していく。

2.69

終講テストを落としてしまった学生については、学習支援を行ってから再試験を実施しているため単位未取得の学生が減ってきている。それにより中途退学者も減少している。令和7年度の退学者は健康上の問題が原因である。

学校関係者間での学校評価が出来ていない。

学校関係者を含めた委員会での評価や学校間での評価を実施していく。

９財務

開校から34年経過しており、演習室特に水回り設備の使い勝手が悪くなっている。

計画的に、学校内の設備の修繕をしていく。

7学生の受け入れ募集

3.53

防災訓練については定期的に実施している。防災・防犯設備につ
いては定期的に業者が入って点検をしている。

3.13

学生募集については、高校等に出向いたり、学校説明会に参加し
て学校の説明を行っている。また、オープンキャンパスを年４回実
施し学生の募集を行っている。入学予定者については、学習教材
を提供し、入学前から学習できるよう支援している。



9 4 1 財務情報公開の体制を整備し、適切に公開しているか

9 4 2 財務情報の公開について、ホームページに公開するなど積極的に取組んでいるか

①課題

②今後の改善方策

③特記事項

評価の概要 第3者評価の概要

10 1 中項目 社会貢献・地域貢献（学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか）

10 1 1 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･地域貢献を行っているか

10 1 2
地域、関連業界、同窓会等が研修会・研究会等を開催する際、学校施設・設備等を開放し
ているか

10 2 中項目 ボランティア活動（学生のボランティア活動を奨励・支援しているか）

10 2 1 学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行っているか

10 2 4 学生が地域や地域住民の開催する行事・イベント等へ参加することを奨励しているか

①課題

②今後の改善方策

③特記事項

地域に対しては場所の提供や物品の貸し出しなど
地域貢献ができていると考える。一方で教育活動
と連動した社会貢献の位置づけをより明確にして
いくことが望まれる。

学生ボランティアの参加の必要性など理解し学生
にも勧めているが、参加人数が増えないことが今
後の課題である。学校として主体的に機会を創出
するなど継続的な支援体制の強化が求められる。

極力地域の資源回収作業やレントゲン検診などの会場として貸し
出しは積極的に開放している。関連施設に対しては病院の研修で
用いる物品の貸し出し等も行っている。体育館の開放も行ってい
る。

学生ボランティアについても要請があった場合は授業に影響がな
ければ積極的に参加を促している。しかし、コロナ過より学生ボラ
ンティアの要請が減少している。

2.26

1.88
更新されていない。

2.5

コロナ以降地域でのイベントやボランティア活動に参加できていない。

関連施設でのボランティア活動などに学生が積極的に参加できるよう奨励していく。

財務情報公開については亢進が出来ていない。

１０社会貢献・地域貢献
適切･･４、ほぼ適切･･３、
やや不適切･２．不適切･１


